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織
田

正
道

二
〇

一
三
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
時
代
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、

我
々
の
情
報
取
得
の
手
段
は
、
す
で
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
抜
き
に
は
語
れ
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
と
に
近
年
、
医
療
分
野
に

お
い
て
は
、
病
院
の
機
能
分
化
が
進

み
、
病
院
完
結
型
か
ら
、
連
携
に
よ
る

地
域
完
結
型

へ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
更
に
こ
の
連
携
は
、
在
宅
医
療
や

介
護
分
野
も
含
め
た
地
域
の
面
連
携

へ

と
進
み
、
今
や
、
病
院
病
棟
か
ら
地
域

病
棟

へ
の
発
想
の
転
換
が
急
が
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流

れ
の
中
で
、
医
療
や
介
護
分
野
に
お
い

て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
当
然
の
帰
結
と
言
え
ま
す
。
そ
し

て
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
の
仮
想
化
技
術
と
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

（以
下
ク
ラ

ウ
ド
化
）
で
す
。
従
来
の
電
子
カ
ル
テ

が
、
院
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
限
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ク
ラ
ウ

ド
化
す
る
こ
と
に
よ
り
電
子
カ
ル
テ
使

用
が
院
外
で
も
可
能
と
な
り
、
地
域
連

携
を
視
野
に
入
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
に
さ
き
が
け
て

電
子
カ
ル
テ
を
ク
ラ
ウ
ド
化

前
述
の
如
く
、
こ
れ
ま
で
我
々
が
め

ざ
し
て
い
る
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
実
現
に
向
け
て
の
障
壁
の

一
つ
に

な
っ
て
い
た
の
が
、
保
健
、
医
療
、
介

護
に
お
け
る
患
者
情
報
の

一
元
化

・
共

有
化
で
し
た
。
昨
年
四
月
に
在
宅
で
の

情
報
交
換
ツ
ー
ル
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
型

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

『
Ｅ
Ｉ
Ｒ
』

を
導
入
し
ま
し
た
が
、　
一
部
の
在
宅
患

者
の
み
の
利
用
に
限
ら
れ
て
お
り
上
手

く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
十

一
月
に
は
、
当
院
の
電
子
カ
ル
テ
導
入

を
機
に
、
本
格
的
に
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
全
体
、
つ
ま
り
電
子
カ
ル
テ
そ
の
も

の
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
進
め
ま
し
た

（図

１
）
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
、
病
院
と
在

宅
患
者
、
さ
ら
に
は
介
護
情
報
の

一
元

化

・
共
有
化
の
問
題
が

一
挙
に
解
決
で

き
る
糸
口
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

図1)クラウド化の仕 |■ み

硼

J

目

ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト

こ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
く
分
け
て
、
①
様
々
な
デ
バ
イ

ス
の
活
用
が
可
能
、
②
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
の
変
革
、
③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
性
が
向

上
、
④
医
療
系

・
情
報
系
業
務
の
統

合
、
⑤
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
、
以

上
の
五
点
で
す
。
特
に
①
に
お
い
て

は
、
様
々
な
デ
バ
イ
ス
の
活
用
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
電
子
カ
ル
テ

操
作
の
端
末
が
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
手
軽
で

便
利
な
い‐「
ａ
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末

の
使
用
も
可
能
と
な
り
ま
し
た

（写
真

１

・
２
）
。
さ
ら
に
②
、
③
に
お
い
て

は
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
例

え
ば
在
宅
医
療
の
現
場
か
ら
の
電
子
カ

ル
テ
利
用
も
、
く
”
ｚ
Ｑ
〓
日
一
聟
一く
いお

Ｚ
Φ〔〓
ｏ
『″
）
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
デ
ー
タ
が
認
証
や
暗
号
化
で
厳
重
に

保
護

・
管
理
さ
れ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
面
で
の
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
端
末
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を

提
供
し
て
い
る
だ
け
で
デ
ー
タ
も
残
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
情
報
漏
え
い
の
リ
ス

ク
は
最
大
限
回
避
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
⑤
は
、
デ
バ
イ
ス
維
持
費
の
削

減
、
さ
ら
に
は
保
守
費
の
削
減
に
よ
る

も
の
で
す
。
以
上
の
よ
う
に
電
子
カ
ル

テ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
は
、
医
療
現
場
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
現

在
す
で
に
院
内
だ
け
で
は
な
く
、
訪
問

診
療

や
訪
問
看
護

の
現
場

か
ら
も

いも
ａ
を
利
用
し
、
直
接
電
子
カ
ル
テ

を
操
作

・
活
用
が
始
ま
り
ま
し
た

（写

真
３
）
。
今
後
は
老
人
保
健
施
設
入
所

者
も
電
子
カ
ル
テ
と
同
様
に
ク
ラ
ウ
ド

化
し
、
両
方
の
情
報
の

一
元
化

・
共
有

化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
電
子
カ
ル
テ
導

入
準
備
委
員
会
の
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

７

覆

ー
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病
院
機
能
評
価
更
新
の
年

早
い
も
の
で
、
今
年
は
四
回
目
と
な

る
病
院
機
能
評
価
受
審
の
年
で
す
。
五

年
前
の
更
新
で
は
、
全
国
で
も
、
最
高

の
評
価
を
得
て
、
日
本
経
済
新
聞
は
じ

め
多
く
の
新
聞
や
雑
誌
に
も
、
当
院
を

取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
院

機
能
評
価
自
体
は
ラ
ン
キ
ン
グ
を
競
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
医

療
の
質
の
向
上
は
じ
め
、
当
院
の
日
々

の
取
り
組
み
が
全
国
の
病
院
の
手
本
と

な
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
二
〇

一
三
年
の
グ
ル
ー
プ

方
針
並
び
に
各
分
野
の
目
標
を
示
し
ま

す
。二

〇

一
三
年
グ
ル
ー
プ
方
針

＞
∞
一５
∞
ョ
コ
”８

「住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
最
後
ま
で
」
の
実
現
を

目
指
し
、
急
性
期
の
医
療
連
携
か
ら
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ま
で
、
保
健

・

予
防

・
医
療

。
介
護
の
各
分
野
が
シ
ー

ム
レ
ス
に
提
供
で
き
る
総
合
ヘ
ル
ス
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

◎
保
健

・
予
防
分
野

地
域
の
人
々
の
健
や
か
な
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

・

改
善
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
．
人
間
ド

ッ
ク
、
専
門
ド

ッ
ク

（脳

・
肺

・
乳
腺
ド
ッ
ク
）
、
二
次

検
診
へ
積
極
的
に
取
り
組
み
受
診
者

の
三
割
ア
ッ
プ
を
図
る

２
．
行
政
と
協
力
し
て
特
定
健
診

。
特

定
保
健
指
導
の
受
診
率
ア
ッ
プ
に
努

め
る

３
．
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

（ウ
オ
ー
キ

ン
グ
教
室
）
の
参
加
者
を
増
や
し
継

続
を
図
る

４
．
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習

慣
病
市
民
公
開
講
座
を
、
ゆ
う
あ
い

公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

恒
例
化

（隔
月
）
す
る

◎
医
療
分
野

急
性
期
病
院
と
し
て
医
療
連
携
を
強

化
す
る
と
共
に
、
地
域
で
の
役
割
を
明

確
化
し
、
更
な
る
医
療
の
質
の
向
上

と
、
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
医
療
や
介
護
分
野
と
の

一
体
的

サ
ー
ビ
ス
も
同
時
に
進
め
ま
す
。

１
．
地
域
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り

①
急
性
期
機
能
の
充
実

・
常
勤
医
師
の
三
〇
人
体
制
に
向

け
、
積
極
的
に
医
師
確
保
を
行
う

。
救
急
患
者
受
入
れ
体
制
の
充
実

（救
急
隊
と
の
連
携
強
化
）

。
退
院
支
援

。
調
整
を
充
実
し
、
新

規
入
院
患
者

一
〇
％
増
を
目
指
す

②
病
院
は
入
院
機
能
に
特
化

。
逆
紹
介
を
推
進
し
、
紹
介
患
者
を

増
や
す

・
外
来
機
能
は
専
門
外
来
化

・
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設

¨

外
来
中
心
の
診
療
科

（皮
膚
科

な
ど
）

③
地
域
の
面
連
携
を
推
進

・
連
携
セ
ン
タ
ー
を
医
療

。
介
護
連

携
の
要
と
し
、
更
な
る
充
実
を

図
る

・
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
構
築
し
医
療
と

介
護
情
報
の

一
元
化

。
共
有
化

を
図
る

。
在
宅
医
療
チ
ー
ム
結
成
し
、
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
、
訪
間
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
を
強
化
す
る

④
医
療
の
質
向
上
を
目
指
し
て

。
Ｔ
Ｑ
Ｍ

（引
ｏ
Ｓ
一
Ｏ
ｃ
Ｌ
澪
て

く
”
Ｄ
品
①ョ
の
コ
じ

推
進

２
．
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
チ
ー
ム
医
療
を
推
進

¨
医
師

・
看

護
師

・
薬
剤
師

・
∪
『
ク

ラ
ー

ク

・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
多
職

種
の
役
割
分
担
を
明
確
化

②
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
外

勤
務
の
短
縮
を
目
指
す

③
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

（多
様

な
勤
務
形
態
）
の
更
な
る
推
進

④
人
事
考
課
の
刷
新
を
図
る

（考
課

者

の

マ
ネ
ジ

メ

ン
ト
教
育
徹

底
）

⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ー
ス
の
教
育

・
育
成

３
．
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（医
療
安
全
、
院
内
感
染
防
止
）
の

更
な
る
向
上

４
．
病
院
機
能
評
価
更
新
に
万
全
の
態

勢
で
臨
む

。
各
部
署
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

５
．
海
外
研
修
の
充
実

。
「
”
〓
〓
ｏ
ヨ
【
〓
①

，
のＬ
ｏ
のユ
ｑ

（
ハ

ワ
イ
）
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

◎
介
護
分
野

医
療
と
介
護
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
進
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
全

国
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
。

１
．
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現

①
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
在

宅
復
帰

・
在
宅
療
養
支
援
機
能
の

充
実

。
回
転
率

一
〇
％
以
上
を
維
持
し
、
在

宅
復
帰
率
五
〇
％
以
上
を
め
ざ
す

。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
拡
大
、
ル
ー

ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
推
進
す
る

。
病
院
と
連
携
し
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能

の
充
実
を
図
る

②
医
療
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
推
進

・
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
構
築
し
、
医
療

と
介
護
情
報
の

一
元
化

・
共
有
化

を
図
る

③
新
た
な
事
業
の
展
開
と
既
存
事
業

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ツ
プ

。
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
稼
働
率

七
〇
％
を
め
ざ
す

・
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
ほ
の
ぼ

の
」
十
二
時
間
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

進
め
る

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
東

部
地
区
開
設
に
向
け
て
取
り
組
む

。
二
十
四
時
間
型
定
期
巡
回

。
随
時

対
応
型
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
て

取
り
組
む

・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

の
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ

④
人
材
採
用

。
育
成
の
た
め
の
専
属

部
門
開
設

・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
向

け
て
、

「認
知
症
ケ
ア
」
の
教
育

研
修
の
強
化

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上

。
笑
顔
と
挨
拶
の
徹
底

。
外
国
人
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
教
育

・

育
成
強
化

２
．
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

（多
様

な
勤
務
形
態
）
の
更
な
る
推
進

②
子
育
て
支
援

・
介
護
支
援
の
充
実

③
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
外

勤
務
の
短
縮
を
目
指
す

④
人
事
制
度
の
刷
新
を
図
る

（考
課

者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
徹
底
）

３
．
セ
イ
フ
テ
ィ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（転
倒
転
落
防
止
、
院
内
感
染
防

止
）
の
更
な
る
向
上

４
。

「ゆ
う
あ
い
社
会
福
祉
事
業
団
」

の
事
業
独
立
を
推
進
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今
後
の
認
知
症
施
策
の

方
向
性
に
つ
い
て

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
施
設
長

千
々
岩

親
幸

政
府
は
、
昨
年
地
域
包
括
ケ
ア
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
認
知
症

の
将
来
予
測
の
見
直
し
を
行
い
そ
の
結
果

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
以

上
の
高
齢
者
は
二
〇

一
五
年
に
は
三
四
五

万
人
、
二
〇
二
〇
年
に
は
四
一
〇
万
人
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
が
目
指
す
二
〇
二
五
年
に
は
四
七
〇
万

人
に
達
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
と
は

「
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
症

状

。
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
多
少

見
ら
れ
て
も
、
誰
か
が
注
意
す
れ
ば
自
立

で
き
る
状
態
」
の
こ
と
で
す
。
こ
の
推
計

に
は
認
知
症
で
も
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
ま

で
は
至
ら
な
い
日
常
生
活
自
立
度
Ｉ
の
認

知
症
高
齢
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
実

際
の
認
知
症
高
齢
者
は
さ
ら
に
多
く
な
る

と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
予
測
を
も
と
に
厚
生
労
働

省
は
昨
年

「認
知
症
施
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
、
六
月
に

「認
知
症
施
策
推
進
五
か
年
計
画
」
を
公

表
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
平
成
二
四

年
か
ら
平
成
二
九
年
ま
で
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
具
体
的
に
組
ま
れ
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
の
認
知
症
対
策
へ
の
本
格
的

な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
の
目
的
は
認
知
症
に

な
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と

（
エ
イ
ジ
ン
グ

・
イ
ン
・
プ
レ
イ
ス
）
で
あ

り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
認
知
症
の
進
行
に
伴

い
、
自
宅
↓
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
小
規

模
の
施
設
↓
大
規
模
施
設
や
精
神
科
病
院
と

い
っ
た
流
れ
を
不
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
と

否
定
し
、
む
し
ろ
大
規
模
な
施
設
か
ら
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
自
宅
へ
と
こ
れ
ま
で
の
逆

の
流
れ
を
適
切
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
施
策
は
以
下
の
通
り
で
す

①
前
記
の
よ
う
な
認
知
症
ケ
ア
の
流
れ
を
ふ

ま
え
た
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成

・
普

及
②
早
期
診
断

。
早
期
治
療
の
た
め
の
か
か
り

つ
け
医
師
の
認
知
症
対
応
能
力
向
上
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
増
加
、
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
、
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
包
括

的

。
継
続
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
業
務
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域

ケ
ア
会
議
の
普
及
・
定
着

③
認
知
症
の
薬
物
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
、
精
神
科
病
院
に
入
院
が
必
要
な
状

態
像
の
明
確
化
、
退
院
支
援

・
地
域
連

携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
作
成

④
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
構
築

（図
参
５

⑤
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

・
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
増
員
、
す
べ
て
の
市
町
村

で
の
認
知
症
支
援
組
織
の
体
制
整
備
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
支

援
の
強
化

⑥
若
年
性
認
知
症
施
策
の
強
化

⑦
認
知
症
医
療

・
介
護
を
担
う
人
材
の
育
成

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
実
現
す

れ
ば
地
域
に
お
け
る
認
知
症
ケ
ア
に
大
き
な

変
化
が
お
こ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

当
法
人
で
は
こ
れ
ま
で
に
複
数
の
認
知

症
対
応
の
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

図
は
施
策
④
の
具
体
例
と
し
て
提
示
さ
れ

て
い
た
も
の
で
す
、
認
知
症
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
の
五
年
後
の
推
計
が
出
て
い
ま
す

が
、
推
計
で
は
小
規
模
多
機
能
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
特
定
施
設
の
伸
び
が
見
ら
れ

ま
す
。
今
回
公
表
さ
れ
た
施
策
と
と
も
に

今
後
の
法
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に

参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

(図)認知症高齢者の介護サービス利用について5年後の推計

(単位 :万人)
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E僚組関

中
央
採
血
室

～

ビ

フ
オ
ー

・
ア

フ
タ
ー

～

師
長
　
江
口

富
士
子

中
央
採
血
室
・
。
・
平
た
く
言
え
ば
、

外
来
で
の
採
血
や
注
射
を
行
う
専
用
の
場

所
で
す
。

【ビ
フ
ォ
ー
】

各
科
外
来
で
は
各
々
、　
一
人
の
患
者
様

に
、
採
血
や
注
射
・
間
診
。
様
々
な
説
明

等
を
全
て
同
じ
場
所
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
次
の
患
者
様
の
採
血
が
遅
く
な

り
、
診
察
の
た
め
の
待
ち
時
間
に
影
響
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
採
血
を
受
け
て
い
る
患

者
様
の
す
ぐ
後
ろ
を
通
っ
た
り
、
間
診
を

行
っ
て
い
る
カ
ー
テ
ン
越
し
の
至
近
距
離
で

包
交
が
行
わ
れ
て
い
た
り
、
他
の
患
者
様
が

問
い
合
わ
せ
に
入
っ
て
き
た
り
と
、
安
全
性

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
話
し
声
は
騒
音
の
ひ
と
つ
で

も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
科
外
来
毎
に
採
血
材
料
や
注
射

薬
等
の
物
品
が
散
在
し
、
ス
ト
ッ
ク
の
管
理

に
問
題
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
平

成
二
十
四
年
九
月
十
八
日
、
内
科
処
置
室
が

外
科
と
内
科
の
中
央
に
移
転
し
、　
一
つ
の
フ

ロ
ア
ー
を
問
診
と
採
血
に
分
け
、
各
科
の
採

血
を

一
括
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
採
血
専
用
の
場
は
確
保
で
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
多
く
の
声
が
飛
び
交
っ
て

い
る
状
況
で
し
た
。

【ア
フ
タ
ー
】

こ
の
状
況
を
受
け
、
な
ん
と
い
う
こ
と
で

し

ょ
う

＝
¨

心
電
図
室

（生
理
検
査
室
）
が
中
央
採
血

室
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

中
央
採
血
室
完
成

内
科
・外
科
の
間
診
場
所
、
採
血
場
所
の

移
動
、
電
子
化
と
九
月
か
ら
数
え
て
わ
ず
か

四
ヶ
月
で
外
来
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
ま

し
た
。

か
か
り
つ
け
の
患
者
様
か
ら
の
意
見
を
い

た
だ
い
た
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

「看
護
師
し
か
見
え
な
い
た
め
、
周
り

に
気
を
遣
わ
な
く
て
す
む
」
、

「採
血
や

注
射
だ
け
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
清
潔
感

が
あ
る
」
、

「静
か
で
良
い
」
、

「ま
わ
り

に
色
ん
な
声
が
な
く
て
、
落
着
い
て
し
て

も
ら
え
る
」
、
「来
る
度
に
変
っ
て
い
る

が
、
い
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
る
ね
」
な

ど
な
ど
・
・
・
・

こ
れ
ら
の
意
見
が
示
す
よ
う
に
、
間
診

と
採
血
室
が
分
離
し
た
こ
と
で
、
安
全

性

・
騒
音

・
在
庫
管
理
な
ど
の
問
題
は
解

消
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
安
全
な

外
来
に
な
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

中央採血室受付
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「電
子
カ
ル
テ
」導
入

電
子
カ
ル
テ
導
入
準
備
委
員
会

宮
崎

公
志

平
成
二
十
四
年
十

一
月
二
十
六
日
よ

り
電
子
カ
ル
テ
が
稼
働
し
、
大
き
な
混

乱
も
な
く
約

一
か
月
半
経
過
し
ま
し

た
。
平
成
二
十
五
年
五
月
に
機
能
評
価

の
更
新
を
控
え
遅
く
と
も
年
内
に
は
稼

働
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
決
定
し
た
の

は
稼
働
ま
で
六
ヵ
月
し
か
な
い
五
月
中

旬
で
し
た
。
導
入
シ
ス
テ
ム
は
シ
ー
エ

ス
ア
イ
の
く
Ｔ

裡
ｆ

Ｈく
要

で
す
。

当
院

で
は
こ
れ
ま
で
に
検
査

・
処

方

。
画
像

。
給
食
の
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
、
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
、
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
、
そ
し
て
ゆ
う
あ
い
総
合
入
カ
シ

ス
テ
ム

（自
院
シ
ス
テ
ム
）
で
入
退
院

管
理
な
ど
が
電
子
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
度
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
が

さ
れ
ま
し
た
。
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
や
は
り
業
務
の
効
率
化
と
医

療
安
全
の
向
上
に
あ
り
ま
す
。
電
子
入

力
し
情
報
を

一
元
管
理
す
る
こ
と
で
各

部
署
の
連
携
が
さ
ら
に
向
上
す
る
と
と

も
に
カ
ル
テ
を
探
す
手
間
が
な
く
な
り

【′ハ■ま
す
。
ま
た
、
薬
や
検
査
の
指
示
の
入

力
情
報
の
確
認
が
行
い
や
す
く
な
る
こ

と
で
、
薬
の
投
与
量
や
転
記
ミ
ス
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
患
者

認
証
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
患
者
さ
ま
の
確

認
ミ
ス
を
未
然
に
防
止
で
き
る
な
ど
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
電

子
カ
ル
テ
の
恩
恵
を
受
け
る
に
も
こ
の

短
期
間
で
い
か
に
病
院
に
あ
っ
た
シ
ス

テ
ム
に
仕
上
げ
る
か
が
課
題
で

す
。
そ
ん
な
な
か
結
成
さ
れ
た
の

が
電
子
カ
ル
テ
導
入
準
備
委
員
会

で
す
。
伊
山
副
院
長
を
筆
頭
に
電

子
カ
ル
テ
経
験
者
で
あ
る
中
原
先

生
、
安
武
先
生
、
大
高
先
生
、
及

び
Ｓ
Ｅ
、
事
務
、
看
護
部
な
ど
で

構
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
医
事
、
看
護

支
援
、
入
院
、
外
来

な
ど
十

一
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
シ
ス
テ
ム
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
や
運
用

手
順

。
マ
ス
タ
作
成

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

初
め
は
ど
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
も
運
用
を
決

め
る
の
に
電
子
カ
ル
テ
の

イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
ず
苦
慮

し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

の
画
面
を
見
な
が
ら
話
し

合

っ
て
い
く
う
ち
に
だ
ん

だ
ん
イ
メ
ー
ジ
が
掴
め
、

運
用
や

マ
ス
タ
が
仕
上

が

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
十

一
月
八
日

（木
）

に
は
外
来
、
九
日

（金
）
に
は
病
棟
で

そ
れ
ぞ
れ
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行

い
ま
し

た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は

「
シ
ス
テ
ム
が

出
来
上
が

っ
て
い
な

い
部
分
が
あ

る
」
、

「患
者
の
流
れ
を
職
員
が
把
握

し
て
い
な
い
」
、

「操
作
に
時
間
が
か

か
り
す
ぎ
る
」
、

「印
刷
物
が
出
て
こ

な
い
」
な
ど
予
想
以
上
の
問
題
が
出
て

き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
導
入
に
間

に
合
わ
な
い
と
誰
も

が
感

じ
た

こ
と

で

し
ょ
う
。
第
二
回
目

リ
ハ
ー
サ
ル
は
十

一

月
十
七
日

（土
）
。

シ
ス
テ
ム
は
本
稼
働

に
合
わ
せ
て
ほ
ぼ
仕

上
が
り
、
そ
し
て

一

回
日
で
挙
が
っ
た
問

題
点
は
、
ほ
と
ん
ど

解
決

し
て
い
ま
し

た
。
約
十
日
間
で
各

部
署
、
各
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
遅
く

ま
で
残
り
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
を
解
決
し
て

く
れ
ま
し
た
。
十

一

月
二
十
四
日
、
二
十

五
日
の
土
日
で
シ
ス

テ
ム
移
行
を
行
い
、

そ
し
て
迎
え
た
本
稼

働
当
日
、
全
ス
タ
ッ
フ
総
出
の
万
全
の

体
制
な
が
ら
も
不
安
と
緊
張
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
思
っ
た
以
上
に
患
者
様

を
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
シ

ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
等
も
な
く
外
来
が
終

了
し
、
そ
の
後
も
大
き
な
混
乱
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
短
期
間
に
も
関
わ
ら

ず
見
事
に
電
子
カ
ル
テ
ヘ
移
行
で
き
ま

し
た
。
今
回
導
入
に
あ
た
っ
て
毎
日
夜

遅
く
ま
で
運
用
や
マ
ス
タ
な
ど
作
成
し

て
く
だ
さ
っ
た
各
部
署
、
各
ワ
ー
キ
ン

グ
の
方
々
、
そ
し
て
職
員
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

4ヽ職 ミ

４
ｑ
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耳
鼻
咽
喉
科
　
大
橋
　
充

〔出
身
医
局
〕

九
州
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科

〔専
門
領
域
〕

耳
鼻

一
般

・
耳
科
学

平
成
二
十

四
年
八
月
よ

り
勤
務
し
て

お
り
ま
す
、

耳
鼻
咽
喉
科

の
大
橋
充
で

す
。
平
成
十

年
に
宮
崎
医
科
大
学

（現
宮
崎
大
学
医

学
部
）
を
卒
業
し
、
耳
鼻
咽
喉
科
に
入

局
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
の
宮
崎
医
科

大
学
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
の
小
宗
静
男
先

生
が
、
九
州
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
に
異
動

さ
れ
る
に
当
た
っ
て
私
も
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
福
岡
に
転
居

し
て
か
ら
は
や
七
年
目
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
を
扱
わ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
難
聴

や
中
耳
炎
の
手
術
を
専
門
領
域
と
し
て

臨
床
ま
た
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
微
力
な
が
ら
是
非
皆
様
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
精
進
す
る
所
存
で
す
。
今

後
と
も
何
と
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新任
Ｄｒ紹介ｈⅣ）

徳
島
　
緑

〔出
身
医
局
〕

佐
賀
大
学
医
学
部
総
合
診
療
部

〔専
門
領
域
〕

総
合
診
療

『
　

昨
年
十
月

よ
り
赴
任
し

ま
し
た
徳
島

緑
と
申
し
ま

す
。
佐
賀
大

学
医
学
部
総

合
診
療
部
よ

り
参
り
ま
し
た
。
佐
賀
大
学
を
卒
業

後
、
五
年
目
に
な
り
ま
す
が
ま
だ
ま
だ

学
ば
せ
て
頂
く
こ
と
ば
か
り
で
、
諸
先

生
方
よ
り
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
地
域
医
療
に
興
味
が
あ
り
総
合
診
療

部
に
入
局
し
た
経
緯
も
あ
り
、
何
ら
か

の
形
で
鹿
島
地
域
の
医
療
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
不
慣
れ
な
面

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
長
い
日
で
見
て

や
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成

毎
年
恒
例
の
忘
年
会
の
日
に
行
わ
れ

て
い
た
研
究
発
表
会

（Ｑ
Ｃ
活
動
発
表

会
）
を
二
月
九
日
に
変
更
し
、
今
年

は
、
病
院
と
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
の
ス

タ
ッ
フ
が

一
堂
に
会
す
る
こ
の
機
会
を

利
用
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
、

「地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
に
向
け
て
～
法
人
部
門

間
の
見
え
る
化
と
今
後
の
展
望
～
」
で

し
た
。

二
〇
二
五
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
完
成
に
向
け
、
現
在
法
人
各
部

署
で
行
わ
れ
て
い
る
業
務
を
発
表
し
て

一十
四
年
度
　
祐
愛
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
向
け
て

法
人
部
門
間
の
見
え
る
化
と

今
後
の
展
望

～

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

い
た
だ
き
、
問
題
点
や
法
人
の
目
指
す

方
向
性
を
共
有
す
る
の
が
主
な
目
的
で

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、　
デ
咀
品

ヨ

，
い
のの
」

（住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
最
後
ま
で
）
と
い
う
す
ば
ら
し
い

言
葉
が
出
ま
し
た
。
当
地
区
で
自
分
ら

し
く
最
後
ま
で
生
活
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
。
法
人
の
行

っ
て
い
る
医
療

・

介
護

。
福
祉
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
不

可
欠
で
あ
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
地
域
の
人
々
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、　
Ｆ
¨
一配

５

ｏ
ｓ
８
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域

へ
出
向
き

法
人
の
取
り
組
み
を
人
々
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
の
必
要
性
も
感
じ
ま
し

た
。こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、

我
々
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
か
に
つ
い
て
の
理
解
と
、
今
後

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か

と
い
う
共
通
認
識
を
持
て
た
と
思
い
ま

す
。
大
成
功
の
シ
ン
ポ
ジ
ム
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
は
忘
年
会

で
、　
一
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
来
年

へ

の
英
気
を
養
い
ま
し
た
。

原
　
和
行

‐   _

３

■

１
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織田病院へようこそ

看護部長  徳田 俊江

晩秋の鹿島へ横浜からデスティさん、キキさんが到着いた

しました。横浜の研修地と似たのどかな環境の鹿島駅に降り

立った2人は、期待と不安の交じり合った表情で大変緊張して

いました。織田病院の玄関で理事長、院長はじめ職員の皆様

に歓迎され花束をいただいたとき、やっと笑顔になれました。

インドネシアで6カ月、横浜で6カ月、日本語を勉強していま

すので標準語は理解できますが、佐賀辮には苦労をするかと

思いま丸

H月 15日から、4階病棟で看護助手として勤務していま丸

2月に、初めての国家試験を受けますので それに向けて勉強

を開始しています力ヽ 漢字は読めても意味が理解できません。

インドネシア語で困つたことを「アラマ乃 と表現するそうで

丸 災害や不運を「ムシ′淘と言うそうで魂 レラマカ は国家

試験の勉強中に時々

使用 していますが、

「ムシノ対は避けたい

そうで丸

早く佐賀県・鹿島の

習慣を覚えることがで

きるよう、努力をして

いますので温かく見守ってくださし、そして、ご指導よろしくお願

いいたしま魂

: よ う こ そ ゆ う あ い ビ ッ レ ジ ヘ

:  インドネシアより介護の仲間を迎えました

ケアコートゆうあい副施設長 西村美枝子

昨年H月 15

日にインドネシ

アより介護福

祉士候補者を

迎えました。お

2人の紹介を

しま丸 エルリ

スタ。マイロー

レン・タリガンさんとリンチェ。シレガルさんのお 2人で

丸 お2人は、インドネシアで看護師の資格をとり、日本

では、平成27年 1月の介護福祉士国家試験を受ける予定

で丸 介護の現場で経験を積み、一発合格を目指しま

す。施設では、お2人を受け入れるため、皆で学習や現

場指導を行っていま現 お2人の様子を現場の職員が紹

介しま丸

プリセプターの田島悦子介護福祉士さんよりの紹介

で丸 お2人を迎え、2ヶ月が経過しようとしていま丸 初

めて外国の方を受け入れるにあたり、緊張と不安が大き

くどうなることやらと思っていました。いま お会いしてみ

るととても可愛らしく、素直でやさしい女性でした。日本

語も上手に話t禾J用者にもどんどん積極的に話しかけ

られていました。職員も休憩の時には、色々質問したり、

方言を教えたりしています。ある日、困つた顔をしたロー

レンさんを見かけ声をかけると、「何て言っているのか

わかりませ淘 と利用者さんの話す言葉があまりに方言

すぎたようでした。「ごちゃ―の痛かけん、はよ―寝かせ

てくれんね」を「腰が痛いので早く休ませ司 言われてい

ることを説明すると笑顔に変わりました。改めて日本語

の難しさを日々実感させられていま丸 少し恥ずかしが

りやのリンチェさんも大きな声で利用者さんの名前を呼

んだり、面白いことがあると声を出して笑えるようになり

ました。早くから利用者さんや職員にも慣れてもらい喜

んでいま丸 職員にとっても良い機会を与えて頂いたと

思いま丸 これからも、もっと日本語(方言も)が直ぐ理解

し、介護にスムーズに入れるように支援していきたいと

考えていま丸

デスティロッサーレハッタさん  リズキーチャヤンティーさん

屋

上

庭

園

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日
に
開
園

し
た
屋
上
庭
園
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
屋
上
庭
園
は
新
棟
四
階
に

あ
り
、
患
者
様
の
癒
し
と
く
つ
ろ
ぎ
、

退
院
後
の
生
活
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
院
患

者
様
は
病
気

へ
の
不
安
や

慣
れ
な
い
入

院
生
活
に
ス

ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い

ま
す
。
庭
園

で
は
季
節
ご

と
に
花
の
植
え
替
え
を
行
い
、
五
感
で

四
季
折
々
の
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
ホ
ッ
と
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
患
者
様
だ
け
で
な

く
、
面
会
の
方
な
ど
に
も
気
分
転
換
や

憩
い
の
場
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

病
院
内
の
環
境
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
庭
園
に
は
階

段
や
坂
道
な
ど
も
あ
り
、
地
面
は
レ
ン

ガ
や
芝
生
を
あ
え
て
使
用
し
、
不
整
地

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
退
院
に

向
け
た
、
よ
り
実
用
的
な
歩
行
練
習
を

行
い
リ
ハ
ビ
リ
で
も
多
く
活
用
し
て
い

ま
す
。
是
非
、
み
な
さ
ん

一
度
、
織
田

病
院
の
屋
上
庭
園
に
足
を
運
ん
で
み
て

下
さ
い
＝

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科鬼

村

妃
世

エルリスタ,マイローレン・タリガンさん リンチエ・シレ劫レさん
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～

ハ
ワ
イ
研
修
を

終
え
て
～

安
部
　
伸
和

≧
魯
”
一　
私
は
昨
年
十
月
末
よ
り
五
泊

七
日
で
、
ハ
ワ
イ
研
修
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
制

度
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

後
、
日
系
人
が
設
立
し
た
ク
ア
キ
ニ
病

院
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
視
察
先
は
、

救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
医
師

一
人
に
対
し
て
看
護
師
五
人
と
充
実
し
、

教
育

・
研
究
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
後
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
が
い

る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ぁ
て
、
い
よ
い
よ
研
修
以
外
の
話

で
す
。

宿
泊
先
は
ハ
ワ
イ
の
名
所
―
そ
う
―

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
が
日
の
前
に
広
が
り
、

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ
ツ
ド
が
部
屋
か
ら

一

望
で
き
る
夜
景
の
綺
麗
な
高
層
ホ
テ
ル

で
し
た
。

食
事
は
、
理
事
長
先
生
や
洋
子
先
生

達
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
観
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
た
り
、
ワ

イ
キ
キ
ビ
ー
チ
の
海

の
音
と
実
演
奏
を
聴

き
な
が
ら
お
酒
を
飲

ん
だ
り
と
日
々
の
忙

し
さ
を
忘
れ
て
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
宿
泊
先
は

中
心
地

で
あ
り
、

シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
で
の
買
い
物
、
透

き
通
っ
た
青
い
海
で

の
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ

ビ
ン
グ
、
ダ
イ
ア
モ

ン

ド

ヘ

ッ

ド

の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
は
年

一
回
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー

ド
で
す
。
街
は
、
夜

に
な
る
と
仮
装
し
た
人

で
溢
れ
、
観
光
客
で
大

賑
わ
い
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
観
る

の
と
は
大
違
い
で
実
際

に
見
る
こ
と
が
で
き
て

興
奮
し
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
研
修
へ
行
っ

て
い
な
い
諸
君
！
行
か

な

い
と
後
悔
し
ま
す

よ
！
行
っ
て
聟
」理
し
ま

Ｌ
Ｔ

，
つ
―
・

☆
≧
多
ω
☆

ヽ ハ

司
剣

ヨ

引

①
成
人
を
迎
え
た
感
想
は
？

②
成
人
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

③
自
己
Ｐ
Ｒ

★
織
田
病
院
３
階
病
棟

志
田

涼
二

①
無
事
に
成
人
を

迎
え
る
事
が
で

き
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
今
ま
で

以
上
に
責
任
を
持
ち
、
行
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。

②
両
親
に
親
孝
行
し
て
い
き
た
い
で

す
。

③
こ
れ
か
ら
も
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
あ
い

介
饉
職
　
　
山
口

実
香

①
無
事
に
成
人
を

迎
え
る
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
い

で
す
。

何
事
に
も
責
任

を
持
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

②
い
ろ
ん
な
人
と
お
酒
を
飲
み
た
い
で

す
。
あ
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

た
い
で
す
。

③
ど
ん
な
時
も
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
頑

張
り
ま
す
―
こ
ん
な
山
□
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

☆
織
田
病
院
３
階
病
棟

中
尾
　
愛
　
一

凛

①
成
人
式
を
上

跛ｒ味ａｍ帥一

こ
と
を
改
め
て
一

実
感
じ
緊
張
し

願
い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
一

L
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多・るさし探ヽ
略井樋0多布施川河畔公園』

私
の
地
元
で
あ
る
佐
賀
市
大
和
町
に

石
井
樋

（
い
し
い
び
）
と
い
う
取
水
施

設
が
あ
り
ま
す
。
石
井
樋
は
江
戸
時
代

初
期
、
成
富
兵
庫
茂
安
が
嘉
瀬
川
に
築

造
し
た
日
本
最
古
の
取
水
施
設
で
す
。

当
時
、
佐
賀
城
内
の
飲
料
水
と
川
上
川

の
下
流

一
帯
の
用
水
を
確
保
し
、
洪
水

の
際
に
嘉
瀬
川
、
多
布
施
川
流
域
の

一

帯
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

構
造
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
上
流
か
ら

流
れ
て
き
た
水
を
石
井
樋
で
分
流
し
、

水
量
調
節
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

石
井
樋
の
近
く
に
は
地
元
の
中
学
校

が
あ
り
ま
す
。
各
学
年
時
の
社
会
科
研

修
や
ス
ケ
ッ
チ
大
会
、
地
域
清
掃
等
の

野
外
活
動
で
私
も
度
々
訪
れ
て
お
り
、

大
和
町
民
に
と
っ
て
馴
染
み
の
深
い
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
石
井
樋

。
多
布
施
川
河
畔
公
園

は
、
私
た
ち
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
公
園
内
は
石
井
樋
で
分
流
さ

れ
た
川
が
流
れ
て
お
り
、
澄
ん
だ
川
辺

で
は
野
生
の
水
鳥
が
生
息
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
私
は
カ
ワ
セ
ミ
、
鴨
、
自
鷺

を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
春
に
な

る
と
満
開
の
桜
が
咲
き
、
夏
に
は
川
辺

で
涼
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん

本
書
は
、
医
師
の
経
験
を
踏
ま
え
、
医

療
経
済

。
政
策
学
の
研
究
者
の
立
場
か
ら

の
分
析
を
、
時
評
と
し
て
継
続
的
に
発
表

し
続
け
る
二
木
立
先
生
の
新
書
で
、
日
本

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
医
療
制
度

へ
の
影

響
、
市
場
原
理
を
導
入
し
た
医
療

（営

利
）
産
業
化
政
策
論
に
つ
い
て
、
問
題
の

本
質
に
迫
る
分
析

・
論
証
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
前
政
権
時
に
議
論
さ
れ

た
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
案
や
、
厚

生
労
働
省
発
表
の

「医
療
費
等
の
将
来
見

通
し
」
、

「医
療
改
革
シ
ナ
リ
オ
」
を
検

証
し
、
自
身
の
見
解
を
詳
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
後
に
元
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

医
の
立
場
か
ら
、
保
健

。
医
療

・
福
祉
複

合
体
経
営
や
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
の

実
証
研
究
、
そ
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
今
後
の
展
望
を
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。
豊
富
な
資
料
と
内
容
で
、
大
変
参
考

に
な
る

一
冊
で
し
た
。

（リ
ハ
ビ
リ
科
　
原
田

将
司
）

【病
院
図
書
室
】

●
日
野
原
重
明
監
修
、
渡
辺
直
著

「電
子
カ
ル
テ
時
代
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
～
患
者
指
向

の
連
携
医
療
を
推
進
す
る
た
め
に
～
」

医
学
書
院
一　
二
〇

一
二

●
石
飛
幸
三
著

「平
穏
死
と
い
う
選
謬

幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
　
ニ
〇

一
二

●
田
上
孝

一
著

「
フ
シ
ギ
な
く
ら
い
見
え

て
く
る
！
本
当
に
わ
か
る
倫
理
ご

日
本
実
業
出
版
社
　
二
〇

一
〇

職
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
寒
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
体
調
壊
し
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
二
〇

一
二
年
の
漢
字

は

【金
】
で
し
た
ね
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
完

成
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
日
本
人
選
手
の

活
躍
、
金
環
日
食
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
…

と
輝
か
し
い
出
来
事
の
数
々
は
、
日
本

に

”
希
望
の
光

“
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

し
た
。
当
院
で
は
、
屋
上
庭
園
が
完
成

し
、
電
子
カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
定
着
し
た

り
、
新
た
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
二
ヶ
所
新

設
さ
れ
た
り
と
、
前
進
し
続
け
た

一
年

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
が

実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
在
宅
医
療
の
現

場
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
ｌ
Ｐ

ａ
ｄ
等
の
端
末

で
患
者
様
の
カ
ル
テ
が
使
用
で
き
、
ベ
ッ

ド
サ
イ
ド
で
も
画
像
等
見
な
が
ら
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

素
晴
ら
し
い
技
術
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
活
か

し
、
保
健

。
医
療

・
介
護
の

一
元
化
、
共

有
化
を
よ
り

一
層
強
い
も
の
に
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
よ
い
よ
五

月
に
は
、
病
院
機
能
評
価
の
更
新
が
あ
り

ま
す
。

【金
】
を
取
れ
る
よ
う
に
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

放
射
線
部
　
堺
　
・博
美

も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

カ

医
局
秘
書
　
　
中
元
寺

美
咲

嗣
濯

罰



(9) 2013年 (平成 25年)1月 25日 金曜日 第 63号

学会 (研究会)・ 講演 (講義)・ 論文発表 (平成 24年 )

停 会 (研究会)発表】
◎医学関係
。第91回佐賀胃懇話会(1月 19日 佐賀大学医学部)

坂田泰志「咽頭異常感を主訴としたClinostomum
complanatumの 1例」

。第92回佐賀胃懇話会 (3月 15日  佐賀大学医学部)

坂田泰志「上部消化管内視鏡検査で発見された陥
凹型十二指腸腺腫の1例」

。第1回佐賀県臨沐皮膚科医会(4月 7日 ニューオータニ佐荀
織田洋子、米倉直美「Mohsぺ ,ス ト療法を試みた原
発性及び転移性皮膚悪性腫瘍の症例」

。第48回九州内分海外科学会(5月 18日 マリトピア)

伊山明宏、山地康太郎、篠崎由賀里、佐藤建「ナイロ

ン糸ガイドによる乳輪下膿瘍根治手術」
。第49回九州外科学会(5月 18日  マリトピア)

佐藤建、山地康太郎、篠崎由賀里、伊山明宏「横行結腸
癌術後播種に対しmFolFoxで CRが得られた一例」

。第29回総合診療ケ,スカンフアレンス(5月 30日 マリトピア)

大串昭彦「自律神経失調症と診断されていた動悸を

訴える20歳男性」
。第99回日本消化器病学会九州支部例会、第93回

日本消化器内視鏡学会九州支部例会(6月 29日

佐賀市ホテルグランデはがくれ)

井手康史、犬塚貞孝、池上素樹、有尾啓介、松尾功、
田中俊彦、土橋清隆、薬師寺浩之、太田春彦、光武良
崇、中里栄介、古賀満明「肝がん予防対策における医

療と行政の連携および協同」
井手康史、坂田泰志、松永圭司、篠崎由加里、佐藤建、

福田佳代子、岩切龍一「肝障害を生じた巨大な
Brunner腺過形成の1例」
松永圭司、坂田泰志、内藤優香、大串昭彦、井手康史、
西山雅則、福田佳代子、水口昌伸、坂田祐之、藤本一

員「上部消化管内視鏡検査で発見された陥凹型十
二指腸腺腫の1例 J

大串昭彦、坂田泰志、松永圭司、内藤優香、井手康史、西

山雅則、福田佳代子、井手口尚生、坂田祐之、藤本一員
・第1回佐賀県臨淋皮膚科医会(胡 7日 ニューオータニ佐賀)

。第361回 日本皮膚科学会福岡地方会(7月 1日 )

桑代麻希、井上卓也、織田洋子、三砂範幸、成澤寛
「佐賀県では稀な日本紅斑熱の1例瘍J

。第2回佐賀県臨沐皮膚科医会(明 4日 ニューオータニ佐勘

織田洋子「C型肝炎三剤併用療法における当院皮膚

科の取り組み」
。第298回日本内科学会九州地方会m25日 産業医秩学)

内藤優香、坂田泰志、大串昭彦、井手康史、松永圭司、

中原快明、西山雅則、福田佳代子「胃幽門輪の閉塞
を生じた無茎性胃過形成性ポリープの1例」

。第35回佐賀救急医学会(9月 1日 佐賀市文化会館)

廣津辰美、中島順子「モバイル情報端末(iPad)を使
用した遠隔画像診断」
中元寺美咲、平り||みき、田中優子、松永圭司、坂田泰
志「抗血小板剤内服中に口内の血液貯留で発症した

表在型食道癌の1例」
。第3回日本プライマリ。ケア連合学会学術大会

(9月 1日 福岡国際会議場)

内藤優香、大串昭彦、西山雅則、朝長元輔、吉岡経明、
京楽格、山下秀一「家族内発症した日本海裂頭条虫
症の2例」

。第103回日本耳鼻咽喉学会佐賀県地方部会学術講演会
(12月 ホテルマリターレ創世)

大橋充「当科で経験した外リンパ療に一例」
。第3回佐賀県臨林皮膚科医会←2月 8日 ニューオータニ佐賀)

織田洋子、桑代麻希「イミキモド(5%ベセルナクリーム)

を用いた日光角化症の外科療法10症例の報告」
◎看護。介護・福祉。理学療法・ドック
。第10回 日本医療マネジメント学会佐賀支部学術大会

(2月 4日 肥前精神医療センター)

吉村彩香「点滴処置の先取り看護とナ,スコールの

回数減少との関係」
。第4回佐賀県介護支援専門員協議会研究大会

(7月 7日 伊万里市市民センター)

石丼大輔「/1ヽ 規模多機能ホームのケアマネージャー

としてできること～ご本人の気持ちを大切にしで―」
・第35回佐賀救急医学会(9月 1日 佐賀市文化会館)

経塚哲也、野中香織、江口富士子、西山雅則、織田正道
「後期高齢者が多い地域のCPA蘇生の実態調査」
。第54回全日本病院学会(明 21日 、22日 パシフイコ横浜)

上滝公彦、重松かおり「転倒転落患者の各科別。年
齢的特徴～転倒転落報告書を用いた分析―」
池田のぞみ、東島晴香、竹本愛、野中智子、辻田幸子

「フィッシュ活動の取り組み～サンキューカード専天
しての評価」
坂本祐香里、織田美穂子「外来化学療法における医
事課介入の成果」
久本由香、小濱悦子、東島晴香、辻田幸子「麻薬使用
中の脊椎空洞症患者の便秘に対する看護～自宅退
院をめざLr―」
山口多美子、土岐幸子、横田法子、宮崎真知子、矢川
愛、土丼弥生、西山雅則「当院の健康管理センターに
おける未収金ゼロヘの取り組列

。第23日全国介護保健施設大会美ら沖縄 (10月 3日

～5日 沖縄コンベンションセンター)

石井大輔、光武耕治、安永勝子、西村美枝子、市丸徳
美、諸岡義彦「今の教育、現場に合っていますか?～

その1、 求められる介護職員教育を目指しで刊
光武耕治、石井大輔、安永勝子、西村美枝子、市丸徳
美、諸岡義彦「今の教育、現場に合っていますか?～
その2、 自立型リーダー育成を目指しでヤ」

。第3回日本認知症グループホーム大会(10月 5日～6

日 リーガロイヤルホテル大阪)

橋間祐也、松尾真央、ゴロ|1英俊、市丸徳美、西村美枝
子「入居者の気持ちを尊重する関わり～尊厳を守る
ケアをめざして」

。第14回日本医療マネジメント学会学術総会
(10月 13日  佐世保市体育文化館)

山口賢太、久本由香、山下のぞみ、上滝公彦、原崎真
由美、伊山明宏「ベッド周囲での転倒転落予防策の

標準化～第 1報―」
・佐賀県理学療法士会南部地区症倒研究会・検討会

(12月 2日  武雄看護リハビリテーション学院)

原田将司「重症呼吸器障害患者の早期理学療法の効果」

◎医学関係    臨青演】
。平成24年度働き盛りの肝がん予防普及啓発事業

(1月 23日 エイブル)

井手康史「働き盛りの肝がん予防出前講話」
・平成24年度働き盛りの肝がん予防普及啓発事業

(2月 1日 東亜工期KK)
丼手康史「働き盛りの肝がん予防出前講話J

・杵藤地区肝疾患カンフアレンスー3剤併用療法ヘ

の期待と課題―(2月 20日 武雄センチェリーホテル)

織田洋子「C型肝炎三剤併用療法のクリニカルパス
～症例を通して～」

・女性のつどい(3月 H日 鹿島市エイブル)

佐藤建「最新の外科手術と検診による早期診断の

重要性」
。第9回佐賀県南部医療日肝炎治療研究会

(3月 23日 和多屋別荘コットンクラブ)

井手康史「C型肝炎に対する三剤併用の使用経験に
ついて」

。「風のガーデン」講演会(5月 23日 鹿島市民会館)

織田正道「地域住民参加型の地域包括ケアシステム
の構築に向けて」

。 佐賀肝炎セミナー(6月 13日 ホテルマリターレ創世)

井手康史「C型肝炎に対する三剤併用の症例報告」
。第101回 医療経営研究会(7月 6日 祐愛会織田病院)

織田正道「我々が目指す地域医療」
。鹿島婦人会講演会(7月 17日  鹿島商工会議所)

佐藤建「最近の外科手術と検診の重要伽
。平成24年度働き盛りの肝がん予防普及啓発事業

(9月 H日 嬉野市中央公民館)

安武努「働き盛りの肝がん予防出前講話J

。平成24年度働き盛りの肝がん予防普及啓発事業
(10月 12日  アメリカバン社内)

安武努「働き盛りの肝がん予防出前講話」
◎看護・介護・福祉・理学療法・栄養・ドック
・光風荘職員研修会(1月 H日 光風荘リハビリ室)

土井弥生「光風荘における健診結果と生活習慣病
予防につい¬

。第8回佐賀のホスピスを進める会鹿島大会
(2月 18日  エイブル)

小森ヒロ子「あなたののぞむラストシーン“病院から
家に帰りたいという人のために」

。平成24年度介護事業所等に係る集団指導について
(6月 8日 小城市生涯学習センター)

‐ノ瀬英治「一歩先の機能訓練へのヒント」
。認知症サポーター養成講座 (6月 15日  鹿島シル
バ
=人材センター)

石井大輔「地域で支えよう」
。牛津小学校 津の里ミュージアム

牛島久美子「包丁を上手に使おう」(9月 8日 )

牛島久美子「朝ごはんをつくろう」(10月 27日 )

。佐賀県介護福社士会西部プロック研修会
(9月 19日 橘公民館)

神代修「身近に感じる介護過程①アセスメント」
。精尿病市民公開講座 (11月 10日 エイブル)

辻由香里「食事療法のヒント」～できることから始めよう～

矢川愛「健康寿命を伸ばそう」
松尾可奈子「糖尿病と運動」～効果的な運動とは～

・リハビリテーション介護研修会(1明 14日 西九州大学)

_ノ瀬英治「福祉用具の選び方」
。佐賀県看護協会西部地区支部研修会
(H月 14日  杵藤地区医師会)

市丸徳美「認知症高齢者のケ乃
。鹿島ロータリークラブ例会卓話(11月 20日 鹿島商工会議所)

牛島久美子「塩について～おいしく減塩する方法―J

・佐賀県介護福社士会西部プロック研修会
(11月 21日 橘公民館)

神代修「身近に感じる介護過程②プランニングから

評価まで」
・佐賀県看護協会精神看護研修会

(H月 27日 佐賀県看護協会看護センター)

市丸徳美「明日から役立つ認知症患者の看護」
。佐賀県社会福社士会キャリアアップ支援基礎研修

(12月 12日 佐賀県社会福祉会館)

神代修「ケアプランとサービス計画」

◎医学関係    薦青義】
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義

(3月 14・ 16日 )

織田洋子「人体のしくみと働き(感覚系。皮膚科)～

疾病の成り立ち」
・佐賀大学医学部医学科3年生(4月 23日 )

西山雅則「地域高齢者医療一介護と在宅医療」
・佐賀県立総合看護学院(5月 29日 )

西山雅則「地域医療と高齢者保健指導」
◎看護・介護・リハ。福祉
。鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義

(2月 27日 、3月 5・ 12日 )

江口利信「保健。医療・福祉のしくみ」
。嬉野医療センター付属看護学校講義

(6月 24日 、7月 4日 、9月 5・ 12。 19。 25日 、10弓 13日 )

小森ヒロ子「在宅看護論」
市丸徳美「高齢者を取り巻く保健医療福祉制度の現
状」(2月 8日・16日 、11月 1・ 8日 )

【論文・著割
・坂田泰志,角 田光子中元時美咲,松延亜紀,吉岡経明 :

内視鏡下クリッピング法で止血しえた十二指腸憩室
出血の1例 内科109(0,159161,2012

・坂田泰志,石松隆造,朝 長元輔,岩切龍―,米満伸久 :

直腸に隆起を認めたサイトメガロウイルス腸炎の 1

例内科,109(21,341344,2012
。大串昭彦,坂 田泰志,内藤優香,朝長元輔,松永圭司,岩

切龍一,水口昌伸,藤本一員,米満伸久:人間ドックの上
部消化管内視鏡検査で発見された早期十二指腸癌
の 1例 日本 消化器がん検診 学会雑 誌 ,50
(2),186-190,2012

・坂田泰志,水口昌伸,松 永圭司,内藤優香,大串昭彦,岩

切龍―,坂田祐之,藤本一員,米満伸,朝 長元輔 :上部
消化管内視鏡検査で発見された陥凹型十二指腸腺
腫の 1例 日本消化器がん検診学会雑誌 ,50
141,446-450,2012

・内藤優香、坂田泰志、大串昭彦、朝長元輔、山下秀一 :

腸管病変で発症した高齢女性のHenoch Schonlein

紫斑病の1例 内札HOは ),133136,2012
・坂田泰志,岩切龍―,中野良,川副広明,米満伸:抗血小

板薬内服中に消化管出血で発症したBarrett食 道癌
の1例 内科Ll10(1),137139,2012

・坂田泰志,片岡和子高岩一貴,山本衣里子 藤本一員 :

咽喉頭異常感を主訴 としたClinostomum
complanatum寄 生 虫の 1例 内科 ,110
131,511-513,2012

・坂田泰志,水口昌伸,永田和子川崎綾,岩崎千春:肝

障害を生じた巨大なBrunner腺過形成の1例 内科 ,

HO15),841844,2012
・坂本祐香里 :外来化学療法における医事課介入の成
果医事業務,420,10-15,2012


